
３　具体的支援の流れ

（１）一般高齢者を対象とした支援の流れ

（２）患者・要介護者等を対象とした支援の流れ

◎「お口のチェックシート２」を用いて，

　治療やケアが必要であるか判断したい場合

◎明らかに治療やケアが必要であり、訪問

　歯科診療等の申し込みをしたい場合

　○患者・利用者の「自分の口で食べたいという気持ち」に寄り添い，切れ目のない

　　支援を構築しましょう

　○連携支援のケースをとおして，顔の見える関係を構築しましょう

　○歯科衛生士が担当の介護支援専門員等と同行訪問することも可能です（要相談）

①一般高齢者を対象とした歯科健康教育の実施

・高齢者サロンや健康教室など，あらゆる機会を活用して歯科健康教育を実施

②「お口のチェックシート１（一般高齢者）」を活用

・高齢者自身の口腔内の状況確認と，お口の健康づくりの動機付けを行う。

・必要な方は歯科医療機関の受診を勧める

一般高齢者のお口の健康づくりや口腔機能向上に対する意識の向上を図る

①お口のチェックシート２

（患者・要介護者用）を活用

・お口の状況を聴き取り，口腔内を把握

①患者，利用者，家族等へ歯科治療の

必要性を説明

・説明をして歯科治療の意向を確認

・お口いきいき診療連携システム様式

１を活用

（お口の状況を聴き取り，口腔内の

の状況や本人情報等を記入）

②患者・利用者・家族等へ歯科治療の必

要性を説明

・説明と歯科治療の意向確認

③かかりつけ歯科または在宅医療支援センターにつなぐ

在宅医療支援センター：電話（２２－４０２１）ＦＡＸ（２２－８１１４）

・お口いきいき診療連携システム様式１を活用

④訪問歯科診療の日程調整及び確認

・歯科医院からの連絡を受け調整

⑤訪問歯科診療の実施

・訪問歯科診療に可能な範囲で同席し，口腔内及び治療内容等を把握

（顔の見える関係づくり・多職種連携の構築）

⑥継続的な口腔ケア等の計画

・担当歯科医師から治療や指示の報告（様式２）を受け必要な口腔ケア等を検討

（多職種連携の構築）


